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昭和火口の溶岩噴泉 2017 年 8 月 23 日 20:00 黒神観測室より撮影 
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第 139 回火山噴火予知連絡会 

桜島

京大防災研究所 

2017 年 8 月 22 日～23 日の溶岩噴泉活動前後の状況 
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桜島

桜島周辺の各観測局情報

桜島周辺GEONET(電子基準点等)による連続観測基線図(1)

桜島

国土地理院

鹿児島（錦江）湾を挟む「鹿児島郡山」-「鹿児島福山」、「鹿児島福山」-「隼人」等
の基線で伸びや「桜島」の隆起が継続しています。
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点番号 点名 日付 保守内容
950489 鹿児島福山 20120912 アンテナ・受信機交換
960719 桜島 20121012 アンテナ交換

20170118 受信機交換
960720 鹿児島２ 20121012 アンテナ交換

20170118 受信機交換
960721 鹿児島３ 20121012 アンテナ交換

20170118 受信機交換
960722 垂水 20120912 アンテナ・受信機交換

20160104 アンテナ交換
960776 鹿児島郡山 20120912 アンテナ・受信機交換
021089 隼人 20120912 アンテナ・受信機交換

20170131 アンテナ交換
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第139回火山噴火予知連絡会                              気象庁 

口永良部島 

図７ 口永良部島 最近の火山活動経過図（2016年１月～2017年８月31日） 
 

＜2017年６月～８月31日の状況＞ 

・火山性地震は少ない状態で経過している。 

・火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は、１日あたり概ね100～400トンと、４月以降のわずかに

増加した状態が継続している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

微小な火山性地震の日別回数 

75 7



8



9



10



11



12



13



  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

14







15



第139回火山噴火予知連絡会                                 気象庁 

諏訪之瀬島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 諏訪之瀬島 短期の火山活動経過図（2016年９月～2017年８月31日） 
 

＜2017年６月～８月31日の状況＞ 

・噴火は時々発生しており、そのうち爆発的噴火が８月に12回発生した。 

・噴煙の高さの最高は、８月３日18時28分の爆発的噴火に伴う火口縁上2,800ｍであり、観測開始以

来最高となった。 

・諏訪之瀬島周辺を震源とするＡ型地震の発生が最も多かったのは６月14日の14回であった。 

・Ｂ型地震の発生が最も多かったのは８月19日の51回であった。 

・火山性微動は７月から８月にかけて増加した。 
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